


























6.提 出期限:基 本的には随時。 ただ し,学













原 稿 は400字詰 め横書 原稿 用紙 に横 書 き
とす る。
ワー プロで作成する場 合は,A4大 の紙
に1行40字,1頁30行程度で作成す ること。
査読論文 の場合 は最終原稿 とともに,ま た,
研究報告 等 は原稿 提出時 に,フ ロ ッピー
(機種,ソ フ ト等 を明記)も 提 出す ること。
いずれ の場合 も,提 出 に際 しては,コ ピー
を とって手元 に保存す ること。
また,所 定の割付用紙に割 り付けを行な っ
て,原 稿 とともに提出す ること。 割付用紙
は必要 に応 じて各 自コ ピーす ること。
2.原 稿 の分量:
分量 は学術論文 と研究報告 はともに,図
版,図 表,注 などすべ てを含 めて,刷 上 り
で,14頁以 内 とす る。(400字詰原稿用紙で
は約45枚であ る)。紙上発表 は8頁 以 内,
発表 レジメは2頁 とす る。
3.原 稿の構成:
原稿に は,表 紙,本 文,注,お よび学術
論文 と研究報告 には欧文(原 則 として英文)
要約,キ ー ワー ド,目 次 を付す こと。
表紙 には,表 題 著者名(ふ りがな付 き),
所属機関名を和文 と欧文(原 則 として英文)
で書 くこと。
欧文要約 は,刷 上 り1頁 とす る。語数 は
約200語。必ず,タ イプライ ターまたは ワー
プロで作成す ること。 また,で きる限 り,
当該言語を母国語 とす る人 の校 閲をえてお
くこと。
キーワー ド(和 文お よび英 文)は,そ れ
ぞれ5語 以 内とす る。
4.図 ・表 の レイアウ トな ど:
図版 はモノクmム とし,位 置の指定,
大 きさ,レ イアウ ト,必 要な トリミングな
どはす べて執筆者が行な うこと。 レイ アウ
トな どには学会指定 の割付用紙で行な うこ
と。
図版 な どの著作権 の問題が あると思われ
る場合は,執 筆者 自身が事前 に許可を とっ






































思います。(文 責:渡 辺 眞)
編集委員
足立裕司 太田喬夫 櫛 勝彦
榊原吉郎 佐藤敬二 並木誠士
橋本英治 藤田治彦 藪 享
横川公子 渡辺 眞(委員長)
デザイン理論43号
JournaloftheJapanSociety
ofDesign,43/2003
発行 日2003年11月15日
発行 意匠学会
事務局 〒606-8585
京都市左京区松ケ崎御所海道町
京都工芸繊維大学工芸学部造形工学科意匠学教室内
TELO75-724-7603
FAXO75-724-7629
発行者
意匠学会 編集委員会
事務局 〒610-1197
京都市西京区大枝沓掛町13-6
京都市立芸術大学美術学部第3研究室群合同研究室内
TEL/FAXO75-334-2255
編集責任者 渡辺 眞
印刷所 ㈱北斗プリント社
93
